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DuMA ニュースレター                                 ２０２０年１０月１２日 

三浦半島・横須賀、横浜における異臭騒ぎについて 

 先週のニュースレターで横浜市でも異臭騒ぎがあった事をお伝えしました。この異臭騒ぎについて、

地震との関係が SNS 等でも話題となっており、仮説検証という形で現在の知見をまとめてみたいと思い

ます。 

異臭源について（仮説） 

1) 海(上）から 

   原因（仮説）：タンカーからのガス抜き、青潮 

 仮説の検討：海岸沿いの広い範囲で異臭騒ぎになる、広範囲の説明となりうる 

2) 陸(上）から 

  原因（仮説）：工場等からのガス漏れ、事故 

仮説の検討：広範囲の説明がつかない 

3) 地下から 

原因（仮説）：ﾌﾟﾚｰﾄの応力の高まりによるクラックの発生、ガスの通り道の出現 

 仮説の検討：広範囲の説明となりうる 

 これらの３つの仮説のうち、まず２）の仮説は却下されると思います。次に仮説１のタンカーからのガス

抜きは海洋法の専門家の意見として、このような陸域に近い場所での放出は２次被害の発生もありうる

ので、通常は浦賀水道のような陸域に近い場所で行う事は無いそうです。 

 仮説１の青潮は現時点で有力な仮説と考えられます。というのは最近、浦賀水道では航路の確保のた

め、浚渫が行われたそうです。そのため浚渫によって出来た窪地が貧酸素状態となり、嫌気性細菌が優

占して嫌気性細菌の硫酸還元菌が大量の硫化水素を発生させていた可能性が存在するとの事です。

これが異臭騒ぎにつながった可能性があるとの事です。夕方に多いのは「海風が吹く時間とも一致して

いる」と説明可能かもしれません。 

 ３）の地下が原因という仮説ですが、地震とのつながりについては、８月２４日のニュースレターでも述

べさせて頂きましたが、１９９５年の阪神大震災前には異臭の報告がありますが、それ以外には地震と異

臭との関係についてのデータはありません。ただ、この異臭騒ぎと独立に地下天気図解析で、相模湾を

中心とした地域に地震活動静穏化の異常が出現している事には注意を払うべきかと思います。 

 

今後の課題 

 異臭騒ぎの原因の究明には異臭発生時における風向きを調べてみる事が重要だと思います。 

 このような調査により、なぜ三浦半島側だけなのか、房総半島側では全く異臭はなかったのか等の原

因の解明につながるのではないかと思われます。 

 また関東地方には「南関東ガス田」と呼ばれる千葉県を中心として東京都、神奈川県等に広がる日本

最大の天然ガス田が存在します。この天然ガスはメタンと同様の成分のため、無臭との事。そのため、こ

の天然ガス田そのものが異臭の原因とは考えられないですが、地殻内部の圧力が高まって、地下の硫

化物などが地表へ噴出するのを助けたという可能性は残るかもしれません。 
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地下天気図の静穏化異常 

 異臭騒ぎとの関係は現時点では不明ですが、現在、神奈川県周辺（相模湾）における地震活動静穏

化は１）首都圏に特化した解析、２）日本全国陸域の解析、および今週掲載します、３）東海地方以西の

中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図解析でも出現しています。 

 １）の解析では、東日本大震災以降（＝約９年間）のマグニチュード２以上で深さ２００ｋｍまでに発生し

た地震を解析に使っています。２）では東日本大震災以降（＝約９年間）のマグニチュード 1.5以上で深

さ 60ｋｍまでに発生した地震を解析に使っています。３）では過去２０年間の長期間のデータを用いて解

析をおこなっています。つまり３つの異なったパラメータの地下天気図解析でいずれも同一地域に同様

な静穏化の異常が出現している事になります。DuMAではこの異常の確度は高いと考えています。 

 

 右図は１０月９日時点の最新の首都圏

の地下天気図です（L タイプ）。 

 相模湾周辺に青い地震活動静穏化の

異常が継続しているのがわかります。 

 

 

 

 

 

 下図は図中の■の地点の時間変化の

グラフです。相模湾（小田原沖）の地震活

動静穏化の異常は７月初旬ごろから開始

していたようです。 
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中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図® 

９月７日のニュースレターに引き続き、中部地方から中国・四国地方にかけての地下天気図解析結果

です。この地域の地下天気図解析では、東日本大震災の影響をあまり受けていない事から、過去２０年

ほどの地震データを使っています。 

次にお示しする図は１０月９日時点の地下天気図（L タイプと M タイプ）です。 

 

 

  前回９月７日のニュースレターの地下天気図と比較しますと、相模湾近傍の静穏化が確認できるほ

か、兵庫県を中心とした近畿地方の静穏化が再び少し進行している事がわかりました。 

 地震活動というのは、単純に変化するのではなく、静穏化異常も消長を繰り返しながら変化していくも

のです。そのためにも継続的に監視していく事が必要なのです。 
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